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ハードな無機半導体のエレクトロニクスに対し、有機またはハイブリッド系のナノ材料を⽤用いたフレキシブルデバ
イスへの興味が持たれている。スマートフォン、タブレット系デバイスへの展開、プリンテッドエレクトロニクス
などが議論されている。その基盤技術として、パッシブ基板としてのフレキブル、耐熱性ハイブリッドフィルムの
作製、アクティブ有機ナノ素⼦子の構築、および印刷法を⽤用いたデバイス創製プロセスがあげられる。我々はパッシ
ブな基板製作としてはシルセスキオキサンをベースとしたハイブリッドポリマーの開発、ナノデバイス素⼦子開発で
は⾼高分⼦子ナノシート集積体を⽤用いた電⼦子・光機能素⼦子の開発、また、フィルム上への有機素⼦子を転写する技術とし
てオフセットやグラビア印刷に代表される転写型印刷法プロセスについて研究開発を⾏行行っている。�
 　本セミナーでは、主に、⾼高分⼦子ナノシートの素⼦子開発および透明、耐熱性新規ハイブリッドポリマーフィルム創
製について紹介する。また、近年、⺠民間数社と取り組んでいるセットプリンテッドデバイス技術（PDTec）研究会
について時間があれば紹介したい。�


